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鶴岡市役所６階 大会議室      

 

次       第 

 

１ 開   会 

２ 挨   拶 

３ 報   告 

  ○第４回推進本部での意見を踏まえた取組の方向   資料１ 

 

  ○新学校給食センター建設地の選定状況       資料２ 

 

４ 協   議 

(1) 新学校給食センターにおける調理運営主体のあり方 

及び事業手法の選定               資料３ 

 

(2) 今後の鶴岡市学校給食に期待すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 閉    会 

 ＜ご意見をいただきたいポイント＞ 
 次のいずれか、又は両方について、委員の専門分野及びお気づきの点をご意見ください。 

⑴ 調理業務の委託に際し、どういった点に留意し、取組を進めていくべき

か。 

⑵ 学校給食・食農推進本部会議のこれまでの議論全体を通じて、今後の鶴

岡市学校給食に期待することは何か。 



資    料    一    覧 

１ 学校給食・食農教育推進本部次第（裏面 資料一覧）  

２ 学校給食・食農教育推進本部名簿（裏面 座席表）  

 

３ 資 料 

資料１  第４回推進本部の主な意見と取組の方向 

 

資料２  新学校給食センター建設候補エリアの選定 

 

資料３    新学校給食センターにおける調理運営主体のあり方 

及び事業手法の選定について 
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　 １　学校関係者

1 大泉小学校校長（校長会給食部会長） 風間　成彦

2 朝暘第5小学校保護者、サスティナ鶴岡事務局長 小野　愛美

3 藤島小・中学校保護者、日本料理わたなべ店主 渡部　賢

　 ２　調理・栄養関係者

4 食育インストラクター、料理人 海藤　道子

5 漁匠ダイニング沖海月料理長 須田　剛史

6 学校給食センター栄養士 五十嵐　裕佳

　 ３　食材提供関係者

7 サンサン・畑の会会長 武田　三喜子

8 JA鶴岡地産地消グループ会長 池原　扇

　 ４　学識経験者

9 千葉商科大学人間社会学部准教授 小口　広太

10 鶴岡市食文化創造都市アドバイザー 太下　義之

学校給食・食農教育推進本部 委員名簿
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1

ご飯が
主役!

鶴岡の美味しいお米・ご飯にこだわり、
ご飯メニューを充実

＜主な意見＞
 これまで対応できなかったご飯メニューを提供してほしい
 学校への配送時間に合わせた炊飯や地元食材を使用した独自の
炊き込みご飯の提供が可能になり、内製化に賛成

＜取組の方向＞
 給食の配送や喫食の時間に合わせた炊飯が可能となることから、
鶴岡の美味しいお米にこだわり、より「できたて」「炊き立
て」のご飯の提供に努めます。

 郷土の食材にこだわったご飯メニューの充実を図ります。

＜主な意見＞
 児童生徒が育てた米を給食で味わい楽しむことは意義がある
 「子どもたちの給食への主体的な関わり」を食農教育の柱とし
て位置付けてほしい

 学校田で収穫した米をブレンドせずに食べる体験は、給食セン
ターでの炊飯だけでなく、学校側で対応することもできる

＜取組の方向＞
 児童生徒が学校田で生産した米の給食への使用を検討するとと
もに、ブレンドせずに食す体験については、学校と連携しなが
ら教育現場での対応も検討し、食農教育の充実につなげます。

＜主な意見＞
 ２時間喫食の基準を守ることは妥当であるが、過剰な管理は事
故につながることもあるので、柔軟な対応を

 給食を適温で届けられるよう、配送体制を検討してほしい

＜取組の方向＞
 給食センター集約後も、２時間喫食を守るべき基準として適切
な温度管理を行い、天候や道路状況等を考慮しながら、無理の
ない配送体制を確保します。

給食センター集約後も引き続き地産地消
を推進

＜主な意見＞
 地産地消の取組を継続し、地域農業と連携した供給体制を
 設置を検討しているコーディネーターを活用し、鶴岡一丸で地
産地消の推進を

＜取組の方向＞
 生産者団体と締結している食材の供給に係る協定を継続し、コー
ディネーター機能を活用しながら地産地消の推進に取り組みます。

 協定団体と協議しながら、参画する生産者の確保を検討します。

第４回推進本部の主な意見と取組の方向

配送体制の
確保

食育・食農の
充実

地産地消の
推進

炊飯設備内製化の効果を生かしながら
食育・食農教育の充実につなげる

調理後２時間以内に喫食できる配送体
制を確保

＜学校給食センター全体の配置のあり方及び新学校給食センターの対応食数＞

＜新学校給食センターにおける米飯給食設備の内製化＞

第５回学校給食・食農教育推進本部 資料１令和８年２月１７日



第４回推進本部での意見を踏まえた取組の方向

2

担当部局取組の方向委員意見NO.項目

教育委員会

炊飯設備の内製化によって、給食配送や喫食の時間に合わせた炊飯
が可能となることから、鶴岡の美味しいお米にこだわった「でき立
て」「炊き立て」のご飯の提供に努めます。
また、「孟宗ご飯」や「だだちゃ豆ご飯」など郷土の食材にこだ

わったご飯メニューの充実につなげます。

 炊飯設備を内製化したら、これまで技術面や設
備面で対応できなかったご飯メニューを実現で
きるとよい

 配送時間に合わせた炊飯や、独自の炊き込みご
飯の提供が可能となるので、内製化に賛成

1

鶴岡の美味しいお米と
ご飯が主役となる給食
の提供

学校田で児童生徒が生産したお米を給食で使用するなど、児童生徒
が主体的に給食に関われるような食農教育を推進します。
また、給食センターでの炊飯だけでなく、学校の授業で炊飯するな

ど、学校と連携し教育現場での対応も取り入れながら、児童生徒が生
産したお米をブレンドせずに食す体験学習を検討します。

 「子どもたちの給食への主体的な関わり」を食
農教育の柱として位置付けるとよい。自分たち
が育てた米をブレンドせずに食べる体験を検討
するべき

 自分たちが育てた米を給食で十分に味わい、楽
しむことはとても意義がある

 学校田で収穫した米をブレンドせずに、地元業
者に炊飯を依頼している。給食センターが個別
に少量の炊飯に対応することは煩雑であり、す
べてを新センターに求めなくても、現場の工夫
で対応できることもある

2

子どもたちの給食への
主体的な関わり

給食の食器は、安全性や衛生面、軽量性等を重視しながらも、児童
生徒が温かみを感じることができるものや、献立の充実につながるよ
う種類を増やすことを検討します。

 現在、食器は３種類だが、種類を増やすことが
できれば、献立や食べ方にもバリエーションを
持たせることが可能になる

 給食の食器に適した絵柄や割れる素材の食器な
ど、食育につながるような食器を取り入れては

３

食育・食農教育の推進

栄養指導や食事のマナー指導も給食が果たすべき役割と捉え、引き
続き食農教育とともに食育の取組を推進します。

食事内容や食べ方など、家庭の見本となることも給
食の役目と考える４

急な休校にも柔軟に対応できるようになり、食品ロスの削減につな
げるなど、炊飯設備内製化のメリットを生かします。

炊飯設備を内製化すれば休校に対応しやすくなり、
食品ロスの削減にもつながるし、給食費も抑えられ
るのでは

５
休校等への対応

食中毒の防止など学校給食における衛生管理については、学校給食
衛生管理基準に基づいて温度管理等を徹底し、安全な給食を提供して
いきます。
炊飯設備を含む設備機器については、日常及び定期的な点検を行う

ことで、故障や不具合を早期に発見し、給食提供への影響を最小限に
留められるよう努めます。また、炊飯業務に従事する調理員に過度な
負担がかからないように人員の配置及び作業動線の最適化を図ります。

食中毒や設備故障のリスク管理、また、炊飯した後
のお米は非常に重いため、人的な負荷や動線の課題
があるが、すべて事前に対応可能なリスクである

６

米飯給食設備内製化に
伴うリスク管理

参考

＜新学校給食センターにおける米飯給食設備の内製化＞



第４回推進本部での意見を踏まえた取組の方向

3

担当部局取組の方向委員意見NO.項目

教育委員会
学校給食衛生管理基準に努力義務として定められている２時間喫食

については、給食センター集約後も原則としてこの基準を守り、適切
な温度管理や天候、道路状況等を考慮しながら、無理のない配送体制
を検討していきます。

 ２時間喫食を基準に用いることは妥当であるが、
年に数回、数分程度遅れたことを過度に問題視
し、過剰に厳格な管理になることについて懸念
している。時間厳守を重視したあまり、事故に
つながった例もあるので、実際の運用では、柔
軟な考え方で対応することが必要

 配送エリアについては、適温で届けられること
を考慮すべき

 施設配置については、冬の雪道での配送にも配
慮すべき

７

各学校への給食の配送
体制

教育委員会
農林水産部

現在、各給食センターが地元の生産者団体と締結している食材の供
給に係る協定を、センター集約後も継続するとともに、例えば、藤
島・羽黒地域に給食を提供する藤島センターで羽黒の食材を使用する
など、センター集約のメリットを生かしながら、引き続き地産地消の
推進に取り組んでいきます。
また、SEADSの研修生や修了生等に対し、給食における地産地消の

取組を紹介する機会を設けるなど、新たな生産者の掘り起こしや確保
につながる取組を検討します。
これまでの推進本部会議において、地産地消率を高めるための給食

センターと生産者をつなぐコーディネーターについてご意見をいただ
き、その設置を検討することとしています。設置の際は、このコー
ディネーター機能を活用しながら、生産者とのコミュニケーションの
充実を図ります。

 給食センター集約後も各センターの地産地消の
取組を継続できるよう、地域農業との連携によ
る供給体制を望む

 生産者の高齢化を懸念。若い世代の参入を促す
取組について、地産地消の関係者間で引き続き
議論し、努力していく必要がある

 施設集約のデメリットとして、地産地消や食育
への細やかな取組の減退があるが、これまで、
生産者の確保やコーディネーターの配置など検
討してきた。鶴岡一丸で地産地消を引き上げら
れるよう、新たな生産者の掘り起こしや、各セ
ンター独自の取組やメニューの継承により食育
格差を小さくしていければ

８

地産地消の継続的な推
進

教育委員会
炊飯設備の内製化を生かし、自然災害発生時に避難所へ避難した方

に向け、ご飯やおにぎりを提供することを検討しており、センター集
約後も地域事情を的確に捉えながら、給食センターの地域貢献につい
て検討していきます。

 センター集約後も児童生徒の減少、地域の高齢
化が見込まれるので、福祉施設への供給や配食
など、地域の食を守る拠点としてグランドデザ
イン的な視点も必要

 センターの配置については、老朽化しているコ
ミセンがあるので、設備を共有したり、一緒に
整備したりできれば、災害時の炊き出しなどに
効果的では

９

学校給食センターの今
後の役割

＜学校給食センター全体の配置のあり方及び新学校給食センターの対応食数＞



第４回推進本部での意見を踏まえた取組の方向
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担当部局取組の方向委員意見NO.項目

教育委員会

食中毒の防止など学校給食における衛生管理については、学校給食
衛生管理基準に基づいて温度管理等を徹底し、安全な給食を提供して
いきます。
衛生管理に有効な設備機器については、調査のうえ導入を検討しま

す。

 センターの規模が大きくなると、食中毒等の事
故が起きた場合の被害も大きくなる

 ご飯や給食の温度管理は重要。保温庫、保冷庫
の利用が効果的で、食中毒予防にもつながる。
冬は寒いので、配送過程、学校内での温度管理
に配慮した整備を

10

給食センター集約に伴
うリスク管理

衛生管理のほか地産地消の観点からも、導入すべき設備機器を検討
します。

孟宗の乾物やドライフルーツ等の食材の保存、乾
燥・冷凍技術、貯蔵についても検討してはどうか11

＜学校給食センター全体の配置のあり方及び新学校給食センターの対応食数＞



第５回学校給食・食農教育推進本部
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令和８年２月１７日
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現鶴岡センター

新学校給食センターの
提供範囲

建設候補エリア選定の条件

a. 鶴岡地域の中心部に近い周辺エリア
b. 配送エリアの西側・南側の学校にも対応できる幹
線道路に近いこと

c. 約8,000㎡以上のまとまった敷地が確保可能なエ
リア
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現鶴岡センター

新学校給食センターの
提供範囲

建設候補エリア選定の考え方

a. 鶴岡地域の中心部に近い周辺エリア
b. 配送エリアの西側・南側の学校にも対応で
きる幹線道路に近いこと

c. 約8,000㎡以上のまとまった敷地が確保可
能なエリア

①

②

建設候補エリア

① 現鶴岡センターを中心と
した西部周辺エリア

② 外内島地区を中心とした
南部周辺エリア

③ 新産業団地を中心とした
北部周辺エリア

③
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鶴岡市学校給食センター

だだちゃアリーナ

大泉小学校

国道７号

鶴岡ＩＣ
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第５回学校給食・食農教育推進本部
資料３

令和８年２月１７日



1



2



3



4



5



6



7



8



9

















10



11



12



13
























14















15



16















17



18



19


